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１． 研究計画の概要 

 
本計画では、提携の多面性を中心に不確実性
と動学という、協力ゲーム分析では比較的分
析が手薄な側面を取り上げ、提携の存在が及
ぼしうる効果についての分析枠組みを提供
することを第一の目標とし、それと平行して、
この概念整理に基づいて地球環境問題など
に対処する国際協調枠組、企業の組織構造、
政治メカニズム、社会構造などの問題につい
ての応用へと展開することを目指す。 
具体的には、まず、上述の成果である、事後
配分に基づいた提携構造に関する結果の、一
般化と拡張を試みる。とくに、動学的な提携
形成の構造をより体系化して、重層化した提
携構造の解としての導出を図る。これに関し
て、とくに問題となるのが、逐次型提携形成
ゲームの、均衡提携構造の順序依存性であり、
その性質と解としての適切性を問う。これと
平行して、上述の課題の解決に取り組む。 
（1）配分機能が限定されたような提携の機
能の分析、（２）逐次交渉型提携形成モデル
の諸類型の解の有効性の比較、さらに、それ
と、既存の協力ゲーム解との関連性に関する
結果の有効性を検証する。（３）提携形成を
含む非協力ゲーム分析の解、（強ナッシュ均
衡や提携耐性均衡などを含む、）を比較検討
し、それぞれの妥当性を保障する条件を明ら
かにした上で、体系化された分析枠組みの可
能性を検討する。（４）非対称情報を、提携
形成後の行動と、提携形成の内容や、その事
実が他のプレイヤーに明らかにされない、な
どの諸種の条件の下で導入して、各種の手法
の有効性を比較検討する。（５）協調の基盤
を何に求めるかは、基本的ではあるが現在の

ところ最終的な道筋への展望は得られてい
ない。そのために、上記の問題の検討過程の
中からいくつかの仮説を比較検討して足が
かりを得るための布石とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 
１－（１）に関わる研究として、今井は非標
準的な提携の可能性と、それによって構成さ
れる提携構造について、交渉ゲームに臨むプ
レイヤーによる、「政治的」提携を中心に考
察を続けて、以前の重複型提携構造に加えて
重層的提携構造の可能性を発見した。（論文
［２］）この課題を岡田は、逆により拘束力
の強い提携協定を想定して、対照的な結果を
導いている。（論文［１］） 
１－（２）に対応する協力の動学化では、岡
田が複数世代公共財経済の枠組みで組織の
協力行動が社会資本の蓄積を促進し、さらに
資本蓄積のレベルが組織形成に影響を及ぼ
すという意味で協力と資本蓄積の相互連関
を分析し、自発的協力による資本蓄積の動学
パターンを明らかにし、論文［５］として公
刊した。 
１－（３）に関しては上述の今井・岡田の研
究において並行して行い、後者において、提
携を主体とする解の一定の正当性を確認で
きた。また渡邊は、提携理論の応用可能性を
吟味し論文［４］と実験による検証を行い、
投票ゲームの実験を通じて、投票力指数に対
応する一連の解の妥当性を検証した。その結
果、投票が可決される際に形成される提携
（勝利提携）は（その提携のメンバーの誰が
提携を離脱してもその提携の提案は可決さ
れないという意味で）最小であり、そのよう
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な提携の生起頻度は各最小勝利提携におい
て投票者が持つ相対的票数に依存して決ま
るということを発見した。 
１－（４）非対称情報に関しては、堀がグル
ープ内でのコミュニケーションの不具合が、
グループの人数と如何に関連しているのか
を調べることを目的とした戦略ゲーム分析
を行い、人数の増加が情報効率性を損なうこ
とを 確認している。（論文［３］）岡田も、 
非対称情報下での提携形成分析を準備して
いる。 
１－（５）、これについても上述の今井の研
究において並行して行いさらにその発展と
して、地球環境問題にかかわる国際交渉の分
析、政治経済モデルと交渉理論の結合による、
レントシーキングによる交渉力決定の分析、
等において、一定の結果を得て論文化の段階
に達している。 
 
３．現在までの達成度 
 
① 当初の計画以上に進展している。 
計画したそれぞれの課題において、所期の目
標が到達され、一部は論文として公刊、他も、
公刊の準備段階に入っている。さらに、いく
つかの発展可能性も見出されてきた。非対称
情報下の提携合意の分析をはじめとする一
部の課題については、着手に際し困難が予想
されたが、すでに研究が進展する段階にいた
っている。 
この意味で、計画は予定以上に順調に進行し
ていると判断される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
重複型の提携構造や、多種類ネットワークの
共存に注目した研究が出現してきており、こ
れらをも取り込むために、これまでの知見の
体系化がもっとも急がれる。しかし、これを
総合的に行うに十分な段階に到達するとは
必ずしも言えないため、部分的な観察に基づ
いた途中ステップとしてまとめる。 
また、実験ほかの手段によるフィードバック
から理論の補強を図る。 
さらに余裕が出る場合には、上で挙げたよう
な、産業経済、政治経済、あるいは国際関係
と環境政策など、経済学他の各分野に対する
応用を、推進してゆく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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